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七
十
八
年
日
米
民
間
環
境
会
議

七
十

八
年
'
日
米
民
間
環
境
会
議
が
去

る
七
月

二
十

四
日
～

二
十
八
日
、
横
浜
市
貿
易

セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議

は
米
国

の
シ

ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ
、
地
球
友

の
会
な
ど

の
働
き
か
け

で
日
本
環
境
協
会
そ

の
他

の
自
然
保
護
団
体
が
協

力
し
、
民
間

レ
ベ

ル
で
環
境

問
題

に
関
す

る
情
報

を
交
換
し
、
共
通

の
問
題
解
決

へ
の
手
が

か
り
を

論
ず

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

か
れ

た
第

一
回
会

合
で
あ
り
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
自
然
保
護
は
そ

の
重
要

な
テ
ー

マ
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
私
は
、
京
都

で
開
催
さ
れ
た
日
本

学
術
会
議
第
四
部
会

へ
の
出
席

の
機
会

に
、
本
協

会

を
代

表
し

て
二
十
四
日
、
二
十
七
日

の
両
日
こ

の
会
議

に
出
席
し
た
。
こ
こ
に
私

の
出
席
し
た
両

日
の
会
議

の
様
子
を
主
と
し
、

こ
れ

に
他

の
日
程

も
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
そ

っ
て
お
つ
た
え
し
た

い
。
な

お
第

四
日
目

に
つ
い
て
は
、
札
木
照

一
朗
氏
に
く

わ
し
く

ご
報
告
を
し
て
い
た
だ

い
た
。

第

一
日

(
七
月

二
十
四
日
)

八

ま
ず

日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会
長

・
山
階
芳
麿
氏

が
開
会

の
あ

い
さ

つ
、

つ
づ

い
て
横
浜
市
長

・
細

郷
道

一
氏

の
あ

い
さ

つ
が
あ
り
、

マ
ソ
ス
フ

ィ
1

ル
ド
駐

日
米
大
使
(代

理
)
、
環
境
庁
長
官

・
山

田

久
就
氏
(
代
理
)
、
及
び
神
奈
川
県
知
事

・
長
州

一

二
氏

の
祝
辞
が

つ
づ

い
た
。

つ
づ

い
て
特
別
講
演

に
入
り

、
米
環
境
保
護
庁
次
長
補

マ
ウ

ス

ハ
ー
ト

氏

の

「
環
境
保
護

に
お
け

る
日
米

の
相
互
関
係
」

及
び
日
本
学
士
院
長

・
和
達
清
夫
氏
の

「
環
境
問

題

の
展
望
と
国
際
協
力
」
と
が
行

わ
れ

た
。
和
達

氏

は
、

「
天
災
と
考

え
ら
れ

て
い
た
大
阪

の
高
潮

被
害
が
、
実

は
地
下
水
汲
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下

で
あ

る
こ
と
を
、
す

で
に

一
九
三
五
年
ご
ろ
説
え

た
が
、
と
り
あ
げ
ら
れ
な

か

っ
た
…
」
と

い
う
話

を
紹
介
し
、
環
境

問
題

の
困
難
な
点

を
指

摘
さ
れ

た
。午

後

は
主
題
が
環
境
教
育

に
あ
て
ら
れ

、

つ
ぎ

の
各
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
環
境
教
育

に
お
け

る

シ
ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ

の
役

木
割
L

健

三

カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
裁
判
長

レ
イ

モ
ソ
ド

・
シ
ヤ
ー
ウ
イ
ン

「
日
本
に
お
け

る
環
境
教
育

の
現
状

と
方
向
」

千
葉
大

沼
田

真

「
環
境
教
育

の
比
較

」

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

ハ
ル
ミ

・
ベ

フ

「
市
民
団
体

の
自
然
保
護
環
境
教
育

の
現
状
」

日
本
自
然
保
護
協
会

金
田

平

「
学
校

に
お
け

る
自
然
保
護
教
育
」

横
浜
市
立
豊

田
中

小
松
田

昭

「
サ
ン
ジ

ョ
ー
キ
ン
湿
地
帯
と
生
物
科
学
」

エ
ル
セ
リ

ッ
ト
カ

レ
ッ
ジ

キ

ャ
ス
リ
ー
ン

・
ク
ロ
ッ
カ
ー

そ
の
あ
と
こ
れ

ら
の
話
題
提
供
を
中

心
に
、
環

境
教
育

の
目
標

と
指
導
方
針
を

テ
ー

マ
と
す

る
パ

ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ソ
が
行
わ
れ
た
。

第

二
日

(
七
月
二
十

五
日
)

主
題
は
環
境
汚
染

で
、
環
境
協
会

理
事
長

・
船

後
正
道
氏

の

「
日
本

の
環
境
汚
染
と
環
境
政
策

の

特
色
」
、

ド
ナ

ル
ド

・
マ
ウ

ス

ハ
ー
ト
氏

の

「
米

国

の
環
境
保
護
法
」
を

は
じ
め
と
し
、
日
本
側
か

ら
七
名
、
米
国
側
か
ら
四
名
の
話
題
提
供
が
行
わ

れ
、
具
体
的

に
汚
染

・
公
害

の
諸
問
題
が
提
起
さ

れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
と

し
て
、

「
日
本

の
汚
染
問
題

の
相
違
点
と
協
力
の

方

法
」
が
十
数
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
り
討
論

さ
れ

た
。
な

お
午
後
の
話
題
提
供
と
平
行
し

て

「
日
本

の

「
環
境

ア

セ
ス
メ
ン
ト
と
立
地
政
策

の
特
質
」

が
と

り
上
げ
ら
れ
、
日
米

六
名

の
方

々
に
よ
る
分

科
会

が
も

た
れ
た
。

第

三
日

(
七
月
二
十
六
日
)

本

日
の
主
題
は

「
環
境

法
」

が

と

り

あ

げ

ら

れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
フ

ユ
ト

レ
ル
氏

の

「
米
国

に

お
け

る
環
境
法
」
。
名
大
教
授

・
森
島
昭
夫

氏

の

「
日
本

に
お
け
る
環
境
法
体
系

の
特
質
」
な
ど
四

講
演

が
行

わ
れ
た
。

午
後

は

「
訴
訟
」
、
「行
政
と
住
民
運
動
」
及
び

「
国
際

環
境
法
」
の
三
分
科
会

が
行
わ
れ
た
あ
と

全
体
で
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の

「
環
境
法

の
展
望
と

日
米
専
門
家

の
協
力
」
が
東
大
教
授

・

加
藤

一
郎

氏
の
司
会

の
も
と
に
行

わ
れ

た
。

第

四
日

(
七
月
二
十
七
日
)

本

日
の
主
題
は

「
自
然
保
護
」

で
、
北
大
名
誉

教
授

・
佐

々
保
雄
、
デ

ー
ビ

ッ
ド

・
ブ

ラ
ワ
ー
氏

ら
が
座
長

と
な
り
、
つ
ぎ

の
各
講
演

が

行

わ

れ
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た
。「

野

生
生
物
地
域

の
保

護
法
」

地
球
友

の
会
会
長

デ

ー
ビ

ッ
ド

・
ブ

ラ
ワ
ー

「
日
本
に
お
け

る
野
生
生
物
保
護

の
基
盤
と
現

況

」
世
界
野
生
生
物
協
会

古
賀
忠
道

「
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
絶
滅

に
ひ
ん
す

る
野
生

動
物

」シ
エ
ラ

・
ク
ラ
ブ

マ
ー
ク

・
パ

ー

マ
ー

そ

の
終

わ
り

に
米
国
記
録
映
画
部
門

の
オ
ス
カ

ー
受
賞
作

品
の

「
レ

ッ
ド
ウ

ッ
ド

の
最
後
」
が
上

映
さ
れ

、

レ
ッ
ド
ウ

ッ
ド
公
園
を
中
心

に
、
絶
滅

の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て

い
る

レ
ッ
ド
ウ

ッ
ド

の
生

態
が
生

々
し
く
描
き
出

さ
れ
、
深

い
感
動
を
与

え

た
。午

後

は

「
絶
滅
に
ひ
ん
す

る
野
生
動
物
」
、
「
回

遊
魚
類
と
栽
培
漁
業
」
及
び

「
自
然
保

護
の
三

つ

の
分
科
会
が
行
わ
れ
、
後
者

で
は
釧
路
自
然
保
護

協
会

の
札
木
照

一
朗
氏
が

「
釧
路
湿
原

の
保
護

」

に
つ
い
て
訴
え
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
同

氏
の

報
告
を
参
照
さ
れ
た

い
。

最
後

に

「
自
然
保

護
と
海
洋
生
物
保

全
の
日
米

協
力

に
つ
い
て
」

の
総
合
討
論
が
行
わ
れ
た
。

第
五
日

(
七
月

二
十
八
日
)

主
題

は

「
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
環
境
問
題
」

で
、
日

本
山
岳
会
長

・
西
堀

栄
三
郎

、

レ
イ
モ
ソ
ド

・
シ

ャ
ー
ウ
イ

ソ
氏
を
座
長
と

し
、
主
と
し
て

エ
ネ

ル

ギ

ー
の
諸

問
題

を
論
ず

る
四

つ

の
論

文

が

よ

ま

れ
、
そ
れ

を
受
け

て
、
午
後
は
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ソ

「
エ
ネ

ル
ギ

ー
と
環
境
保

全
を

め
ぐ
る

日
米
協
力
の
方
向
」
が
も
た
れ
た
。
午
後
後

半
は

日
本
側
代
表

・
茅

誠
司
氏
ら
を
座
長
と
し
て
総

合
評
価
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ソ
が
も
た
れ
た
あ
と

、

会
議
要
約

「
共
同
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
す

べ
て

の
議
事
を
終
わ

っ
た
。

そ
の
夜

は
歓
迎
会
が
開

か
れ
、
と
く

に
遠
来

の

米
国
側
出
席
者

の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。

62


